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総合メディア基盤センター紹介

1 はじめに

　総合メディア基盤センター（以下，本センター）は，金沢
大学における ICT 基盤の整備・運用・管理を担う組織とな
ります．本稿において，本センターが提供するサービスや
金沢大学における役割等を紹介します．

2 センター沿革

　本センターは，昭和 38 年度に金沢大学理学部内に「電
子計算機室」として発足しました．その後，「情報処理セ
ンター」，「総合情報処理センター」と発展・改組を続け，
金沢大学の研究者に情報処理環境を提供してきました．
　平成 15 年度には，キャンパスネットワーク環境整備を業
務の中心に置き，情報教育・学術情報のミッションを加え
た「総合メディア基盤センター」となり，現在に至っていま
す（表１）．

3 組織と業務

　本センターの業務としては，金沢大学の各キャンパスや
附属機関の学内ネットワーク整備と学術情報ネットワーク

（SINET）との安定した接続のためのネットワーク運用を
担当しています．また，全学ポータルサービスを通じて学
内の認証基盤整備・運用も実施し，統合的なネットワーク
サービスの提供を行っています．
　本センターの組織体制は，情報教育部門，学術情報部
門，情報基盤部門の３部門で構成され，学内における情報
セキュリティ対策，ICT 教育，学術情報管理・公開等，ネッ
トワークの利活用を基盤とした各種取り組みを，関連部局
と連携して推進しています．
　また，平成 21 年度には，上位組織として情報戦略本部
が設置されました．この情報戦略本部は，本学の情報基
盤整備，情報発信機能，情報セキュリティ対策および IT
コンプライアンスなど，キャンパス情報ネットワークおよび

活動概要と提供サービス
　

総合メディア基盤センター　北口　善明

表１　総合メディア基盤センターの沿革
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情報システムに係る情報戦略について企画・立案し，その
実施に向けた指導・助言等を行うことを目的としています．
情報戦略本部と本センターが中心となり，各部局や各関係
組織と連携・協働し，全学の教育・研究活動及び事務の
情報化を効率的かつ効果的に推進しています．この他にも，
学内の組織と連携し，金沢大学の情報システムの維持・管
理・運営を実施しています．図１に現在の組織関連図を示
します．

図１　総合メディア基盤センターの組織関連図

　平成 25 年度には「パソコン相談カウンター（PC Help 
Desk）」を設置し，これまで学内に複数あった ICT 関連
の問い合わせ窓口を一本化しました．パソコンのトラブル
やネットワーク利用など ICT 関連の問い合わせをすべてセ
ンターで受け付けることで，学生や教職員からの問い合わ
せに対して的確に対処できる体制としています．

4 提供サービス

　本センターでは，ネットワーク接続からアプリケーション
提供という多岐に渡るサービスを運用し，安心・安全で利
便性の高い学内ネットワークサービスの実現に向けて日々
取り組んでいます．以下に，本センターが提供している主
なサービスをまとめます．

◆ 金沢大学学術統合ネットワークシステム（KAINS１）
　・DNS，NTP 等の基本サービス
　・対外通信におけるウィルス対策
　・学外からのアクセス制御
　・DHCP 接続サービス（情報コンセント）
◆ 統合アカウント（ネットワーク ID）
　・全学メールアドレス（stu，staff）
　・全学無線 LAN（KAINS-WiFi）
　・VPN 接続サービス
　・演習室パソコン利用
◆ 金沢大学統合認証基盤（KU-SSO２）
　・アカンサスポータル
　・MS 包括ライセンス
　・緊急時連絡システム（C-SIREN３）
　・学習管理システム（LMS４）
　・学術認証フェデレーション
　・ペーパレス会議システム
◆ 仮想化基盤
　・仮想サーバによる構築支援
　・全学向けサービスの運用支援
◆ その他
　・レンタルウェブサーバ
　・メーリングリストサービス
　・外来者用無線サービス（eduroam）
　・学類メールのサポート（Active!mail 等）
　・ 各種ソフトウェアライセンス提供（SPSS，JMP，SecureBox，

ウィルス対策ソフト）

　これらのサービスのいくつかに関しては，本広報誌にて
詳しく解説しています．

5 おわりに

　キャンパスネットワークにおいては，本センターの管理範
囲を部局ネットワーク内にまで拡張してきた取り組みを継
続し，より快適で安心・安全な環境を提供するべく取り組
みます．具体的にはネットワーク接続時の認証を強化し，
インシデント発生時に迅速な対応を可能とします．また，
SINET4 から SINET5 への移行に際してより高速で安定
した接続環境の提供を目指します．
　統合認証基盤によるサービス提供に関しては，アカンサ
スポータルを中心に，より安全で快適なサービス提供を目
指します．特に教育・研究のグローバル化に対応したシス
テムへの更新を計画しており，他言語対応などの改善を図
ります．

1．Kanazawa University Academic Integrated Network System
2．Kanazawa University Single Sign On
3．Campus-Student/Staff Information Repository on Emergency Networks
4．Learning Management System


